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三)年十一月草盤盈墓誌J (59TAM302:]-]!2 (録) Ii'新彊考古』、七五頁)と、高自国時代のもの
と考えられる「年次未詳棋名(女)随葬衣物疏J (59TAM302:35!5 (録) Ii'文書.!IV、二二頁以下)
が出土しているので t28¥ 高呂田末期から唐西州初期にかけての墳墓といえよう。また伴出した高昌












































い。また捺印の形跡こそ認められていないが、 「重主某年俸列得部委田・口丁頭数文書J (69TAM140 

















































































B (A correspondent) “Japanese Exploration in Central Asia" THE TIMES 1902.Sep. 11.p. 12. 
C無記名「大谷光瑞師の中央亜細亜探検J Ii'園民新聞.!I1902年10月23日 2面
D渡遺作原・堀晩雪「中央亜細亜探険記J Ii'中央公論』第18年第8号 1903年8月1日 36'"'"'41頁
E渡遺作原・堀晩雪「中央亜細亜探険記二J Ii'中央公論』第18年第9号 1903年9月1日 35'"'"' 
38頁
F Anonym. "Japanese Expedition to Chinese Turkestan"百iEGEOGRAPHICAL JOURNAL Vol.以1.
NO.5 Nov. 1903. pp. 566-567. 
G無記名「中央アジアの探検者J Ii'地質筆雑誌』第1巻第128号 1904年5月20日 203頁
①渡謹哲信談「中央亜細亜探槍談J Ii'東京朝日新聞.!I1904年 6 月 27'"'"'30 日、 7 月 2~4 、 6~8 、
1O~12 、 14'"'"'15、18、21'"'"'24日 [→[スケッチをのぞき]⑦に再録〕
②枠原生[=渡漣哲信) r中亜馬蹄の塵J Ii'中央公論』第19年第8号 1904年9月1日 48'"'"'52頁
H無記名「剛臆の瑞超師/近日無事時朝せんJ Ii'園民新聞.!I1912年5月29日 4面
③渡遁哲信「沙漠の落陽と繋明J Ii'東洋』第34巻第9号 1931年9月l目 的'"'"'94頁 {→増補し
て[1に再録、さらに]⑨に再録]
I渡遺哲信「西域大流抄の話J Ii'現代俳教』第9年第94号 1932年7月1日 39~51 、 68頁 [→ 
@に再録]






K徳富蘇峰「序」上原芳太郎編『新西域記』上巻有光社 1937年4月10日 前付 1-4頁
@渡謹哲信「タシュクルガン通信」上原芳太郎編『新西域記』上巻有光社 1937年4月10日 25 
-29頁
⑦渡遺哲信「中央亜細亜探検談」上原芳太郎編『新西域記』上巻有光社 1937年4月10日 217 
~235 頁 [→「中央アジア探検談Jとして長沢和俊編『大谷探検隊シルクロード探検.n (西
域探検紀行全集第 9巻) 白水社 1966年5月20日 21-55頁に再録]









N渡謹哲信『悌教偉人簿.n (青年悌教叢書30) 三省堂 1940年12月27日 8 +230頁
⑩渡謹哲信「西域旅行日記抄」結城素明編『西域画家成』附録(其ー)- (其四) 審美書院
[1941年?) 地図 1+1~4 、 5~14、 15-23、 25-34頁
0渡遺哲信「ロストフ道中、フェルガナ道中、中秋投赤河浜、晩投郡什、中秋、務車域宴知府衛
門J [j'大乗』第5巻第10号 1954年10月1日 l、4頁
P渡遁哲信「脚気の妙薬J [j'大乗』第5巻第10号 1954年10月1日 16頁
Q鏡如上人七回忌法要事務所編『鏡如上人年譜』鏡如上人七回忌法要事務所 1954年10月1日 3 
+ 2 + 2 + 6 + 129頁
R角川書庖編『東京国立博物館JI (角川写真文庫 17) 角川書庖 1955年5月25日 68頁
S常光浩然「渡辺哲信J同『明治の仏教者』下春秋社 1969年2月20日 175-187頁
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